
別記 

（仮称）新居浜市西部学校給食センター整備事業発注支援業務仕様書 

 

１  業務の名称 

（仮称）新居浜市西部学校給食センター整備事業発注支援業務 

 

２  業務の目的 

本業務は、新居浜市学校給食施設整備基本計画（以下「整備基本計画」という。）に基づき、

（仮称）新居浜市西部学校給食センター整備事業（以下「事業」という。）を設計・施工一括発注

方式（以下「ＤＢ方式」という。）で実施するに当たり、前提条件の整理から契約締結に至るまで

の事業の実施上必要な発注支援業務を行い、あわせて必要な調査・検討及び資料作成等を行うこと

を目的とする。 

      

３  業務の履行期間 

契約締結の日から令和３年１１月３０日（火）まで 

 

４  （仮称）新居浜市西部学校給食センターの概要 

（１）事業予定地 

新居浜市王子町４番（第一種住居地域・第二種住居地域） 

（２）敷地面積 

約９，５００㎡のうち一部 

（３）最大調理能力 

最大７，１００食／日 （うちアレルギー対応食２５０食／日、特別給食１００食／日） 

（４）供用開始時期  

令和５年９月（予定） 

（５）その他 

同敷地内に民間施設を建設予定 

 

５  業務の内容 

（１）事業実施に当たっての前提条件の整理  

ア  事業用地に係る調査 

（ア）事業用地の状況を把握するための現地調査及び現地状況の整理を行う。 

（イ）関係諸官庁との事前協議に係る業務支援、関係法令等の適合調査に係る業務支援、周辺イ

ンフラの整備状況調査を行う。 

イ  事業のスキーム調査及び検討 

ＤＢ方式による事業の概要、スケジュール等を整理し、契約内容（業務範囲、事業期間）の

確認を行う。 

ウ  モデルプランの作成 

（ア）上記ア、イ及び本市から示された資料に基づいたゾーニングの検討を行い、モデルプラン

（配置図、平面図）を作成する。 



（イ）事業の見積限度額に使用する概算事業費を算出する。 

（２）民間事業者の募集に係る支援 

ア  募集要項の作成 

事業を実施する民間事業者を募集する手続について、応募者の参加資格要件、提案書の作成

要領、提案金額の算定方法等を整理し、募集要項を作成する。 

イ  要求水準書の作成 

事業で整備する学校給食センターについての設計及び建設に係る要求水準について、民間事

業者の創意工夫の発揮を意図した性能発注の視点に留意して検討を行い、要求水準書を作成す

る。 

ウ  審査基準の作成 

民間事業者を選定するための評価項目や評価基準、配点、審査方法等を整理し、審査基準を

作成する。 

    エ  様式集の作成 

参加資格の確認に関する提出書類及び提案書の様式について必要な記載事項等を整理し、様

式集を作成する。 

オ  契約書（案）の作成 

事業における民間事業者の履行業務内容や設計・施工費の支払い方法、債務不履行、法令変

更及び不可抗力の発生時の取扱い等を整理し、契約書（案）を作成する。 

カ  募集要項等に係る質疑対応支援 

公募開始時に公表した募集要項、要求水準書及び関係書類等に係る民間事業者からの質問を    

整理し、質問に対する回答書（案）を作成する。また、必要に応じて募集書類の修正を行う。 

（３）選定手続及び提案評価に係る支援 

ア  審査委員会の設置及び運営支援 

（ア）民間事業者の選定に係る審査委員会の設置に伴い、委員候補の提案等の支援を行う。 

（イ）審査委員会の運営について適切なアドバイスを行うとともに、会議資料や議事録の作成を

行う。 

イ  提案書の整理及び審査補助資料の作成 

民間事業者から提出された提案書を整理し、審査委員会等における審査を支援するための補

助資料等を作成する。 

ウ  審査講評の作成 

民間事業者の選定の経過と結果を審査講評として取りまとめる。 

（４）契約締結に係る支援 

選定された民間事業者との契約締結に向けて、専門的な助言を受けるために、ＤＢ方式等によ

る事業の経験を有する弁護士の協力を得て、契約書（案）等の調整を行うとともに、本市と民間

事業者との契約締結に向けた調整を支援する。 

 

６  業務の実施 

（１）受託者は、業務の実施に当たり、本仕様書に基づくとともに、関係法令等を遵守すること。 

（２）受託者は、業務の実施に当たり、本市と協議を行い、その意図や目的を十分に理解したうえで

適切な人員を配置し、業務を進めること。 



（３）受託者は、業務の進捗に関して、本市に対して定期的に報告を行うこと。 

（４）業務の実施に関し疑義が生じた場合は、速やかに本市と協議を行うこと。 

 

７  業務計画書の提出 

（１）受託者は、契約締結後速やかに「業務計画書」を本市に提出するとともに、承認を得ること。 

（２）「業務計画書」には、次の事項を記載すること。 

ア  業務内容 

イ  業務を実施する上での方針 

ウ  実施工程表 

エ  業務実施体制 

オ  業務従事者名簿 

（３）（２）に定める事項の記載内容に追加又は変更が生じた場合は、速やかに本市に対し報告書を

文書で提出し、承認を得ること。 

 

８  打合せ及び会議録の作成 

業務を適正かつ円滑に実施するため、本市と定期的に打合せを行い、業務方針の確認、条件等の

疑義を正すものとし、その内容については受託者がその都度記録し、本市の承認を得ること。 

 

９  成果品及び提出部数 

（１）業務報告書・・・２部（Ａ４版、縦型、横書き、左綴じ、簡易製本）及び電子データ一式 

（２）公表資料集・・・１部及びホームページに掲載可能な電子データ一式 

（３）業務完了までの会議録及び関係資料・・・一式 

 

10  その他 

（１）受託者は、整備基本計画などを踏まえ、本市の要求事項の整理、全体工程、その他の基本的制

約条件を整理し、把握すること。 

（２）受託者は、ＤＢ事業者から独立する立場を維持するよう徹底すること。 

（３）受託者は、業務の遂行に当たり本市の所掌する情報資産の保護について万全を期するものと

し、業務の処理上知り得た情報を正当な理由なく第三者に知らせるなど、業務の目的外に使用す

ることの無いよう関係者全員に徹底させること。また、個人情報の取扱いについても、新居浜市

個人情報保護条例（平成１９年条例第２４号）及び関係法令等を遵守し、適切に保護すること。 

（４）仕様書に記載されていない事項は、日本コンストラクション・マネジメント協会発行の「ＣＭ

（コンストラクション・マネジメント）業務委託契約約款・業務委託書（２００９年６月改定

版）」によることを基本とし、本市と受託者で協議して決定すること。なお、これらに記載のな

い事項であっても、業務の性質上必要と思われるものは、受託者の責任において完備しなければ

ならない。 

（５）業務の遂行に当たり、疑義が生じた場合及びこの仕様書に定めのない事項については、本市と

受託者が協議の上決定する。 


